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視線移動解析実験から得たオペレータの思考プロセスモデルをベースに、異常監視時の認知プロセッサの動

作を決定するすべての動作ルールを記述した状態監視知識データベース、突発的に発生する機器の故障などの

一覧およびそれによって発生するプロセスの状態変化などのイベントを列挙したイベント知識データベースを

作成した。そして、ヒューマンマシーンインタフェースモデルを介して獲得した監視操作画面の情報とイベン

ト知識データベースに記述された知識を用いてプラントの異常原因を特定するオペレータモデルを構築した。

構築したモデルはプロセス状態、アラーム情報を入力として、理想的な異常診断プロセスにしたがってプラン

トの異常を診断する。監視操作画面やアラームシステムの内容によってプラント異常診断終了までに要するス

テップ数（時間）が変化することから、アラームシステムを評価するための定量的指標を与える。ヒューマン

エラーの発生メカニズムを付け加えれば、ヒューマンエラーの発生が危惧される緊急時におけるオペレータの

支援を考える場合の基礎データを得ることもできる。ボイラープラントシミュレータと計算機上に構築したオ

ペレータモデルを結合し、異常発生時のシミュレーションを行った。シミュレーション結果を詳細に分析した

結果、構築したモデルがアラームシステムの定量的な評価に有効であることを明らかにした。      

※ 成果の公表を見合わせる必要がある場合は、その理由及び差し控え期間等を記入した調書(A4 判縦長横書 1 枚)を  

添付すること。 
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13. 備考 

 ※ 研究者又は所属研究機関が作成した研究内容又は研究成果に関するｗｅｂページがある場合は、ＵＲＬを記載す 

ること。 

 

 
 


